
　昭和 20 （1945）年 7 月 16 日午後 11 時 30 分ころから 約 100 分間、平塚市は B29 爆撃機 133 機による

空襲にさらされました。この空襲による被害は平塚市のみならず、茅ヶ崎市・大磯町・二宮町・小田原市にも及び、

328 名以上の方が亡くなりました。

　本展示では、被災直後の平塚市のまちの様子を写した米軍撮影の写真や、空襲体験者自身による空襲体験

絵画、平塚に投下された焼夷弾などを展示いたします。平塚空襲は風化させてはならないまちの記憶です。  

　本展示を戦争と平和を考えるきっかけにしていただければ幸いです。

　1969 年 7 月 20 日17 時 21 分 50 秒 ( 世界時 )、アメリカのアポロ 11 号の

月着陸船「イーグル」が「静かの海」に着陸しました。その後、N. アームス

トロング船長が最初の一歩を月面へと記しました。人類が初めて地球以外の

天体に降り立ったそのときから今年で半世紀……本展では当時の記録やアポ

ロ計画の概略を振り返りながら、月のキホンや最新の月の科学について紹介

します。
月面に立つ星条旗とオルドリン飛行士

寄贈品コーナー 「平塚空襲展」

情報コーナー「アポロ 50年と月の科学」

会期：7 月 13 日（土）～ 8 月 18 日（日）

会期：2019年 7 月 13 日（土）～ 9 月 1 日（日）

夏期特別展関連イベント
　平塚学フォーラム　―  それぞれのテーマについて、 学芸員同士が話し合います ―

　第 1回「暮らしと自然」歴史学 vs 民俗学 vs 生物学　～平塚の自然や環境をどのように暮らしに生かしてきたか～
　第 2回「大地と人」地質学 vs 天文学 vs 考古学　　　～地球規模の環境変動と平塚～

　日時：第 1 回　8 月 10 日（土）午後 1時～午後 3時　　　　　　　場所：講堂

　　　　第 2 回　8 月 17 日（土）午後 1時～午後 3時　　　　　　　定員：50 名（先着順）

　参加：自由・無料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　

平塚学夜話　―  開館時間を延長し、各専門分野の学芸員が講演を行います  ―

　日時：8 月 6日（火）～ 11日（日）　午後 6時～午後 7時　  　参加：自由・無料　   場所：講堂　   定員：50 名
              　6 日（火）（考古）　「卑弥呼の鏡と真土大塚山古墳」       9 日（金）（歴史）　「証言に見る平塚空襲」
　              7 日（水）（天文）　「星座絵タイルを訪ねて」                  10 日（土）（民俗）　「先祖と心通わす平塚のお盆」
　              8 日（木）（地質）　「お墓の石の科学」　　                      11 日（日）（生物）　「身近な植物観察入門」




